
学習活動 主な発問（Ｔ）と生徒の反応（・） 留意点※評価 

１．身近な電化製品

の表示について

発表する。 

 

 

２．電力は電化製品

の能力を表すこ

とを知る。 

 

 

 

 

 

３．ドライヤー，電

気ストーブの電

圧・電流・電力を

測定する。 

 

４．測定値をもとに

電流と電圧のグ

ラフを書く。 

 

 

 

 

 

５．実験結果とグラ

フから電力の大

きさが何に関係

するか話し合う。

班の意見を発表

する。 

 

６．電力が電流と電

圧の積であるこ

との説明を聞く。 

 

Ｔ：家にある電化製品の表示について調べ

たものを見てみよう。（実物投影機） 

・37インチ TV ：100V 228W 

・三合炊き炊飯器：230W 

・一升炊き炊飯器：1350W  など 

Ｔ：W は電力といい，電気器具の能力を

表している。 

 

 

 

 

 

 

Ｔ：ワットチェッカーの使い方を説明 

・電圧が下がってくる。 

・数値が上がったり下がったりする。 

・安定してから測定しよう。 

 

Ｔ：グラフ用紙に点をプロットしよう。 

・スイッチを入れる前の測定値も点をとっ

ていいですか？ 

・直線になった。 

・比例になると思う。 

・電圧は関係なさそうだ。 

・すべての点が同じ直線上にある。 

 

（実物投影機）生徒のグラフ 

・ほぼ直線になった。 

・２つの器具で点が重なっている。 

・傾きは 100になる。 

・傾きは電源の電圧だと思う。 

・比例の関係になる。 

 

Ｔ：実験結果から，傾きは電源の電圧で，

比例していることから電力は電圧と

電流の積であるといえる。 

 

・ワット数が比較できるような例を

取り上げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スイッチを入れる前の電圧・電流・

電力も計るようにする。 

・数値が動くので，ある程度時間が

たって安定してから測定する。 

・同じグラフ用紙にドライヤーと電

気ストーブの測定点をとる。 

 

※身の回りの電化製品を測定し，そ

の値を基に，電力は電圧と電流の

積であることを推論することがで

きる。 

（科学的思考・表現） 

 

今日の課題：電力の大きさは何に関係しているか 

 ・ワットチェッカーを使って電化製品の電圧・電流・電力を調べる。 

 ・調べた値からグラフを書き，電力の大きさが何に関係しているかを考察する。 

【実験】ワットチェッカーを使用し身近な電化製品の電圧・電流・電力を測定し記録する。 



 

 

 

 

 

 

 

７．電圧を下げると

電気ポットのは

たらきがどうな

るか予想する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．異なる電力で，

同じはたらきを

するためには，時

間が関係するこ

とを知る。 

 

 

 

 

Ｔ：電源の電圧を変えてもこの関係が成り

立つか調べてみよう。 

 

 

Ｔ：電圧を 86.2V に下げます。電流と電

力の値はどのようになりますか。 

・9.65A 

・831Wから 832でゆれている。 

・電圧を下げても関係は成り立つ。 

 

Ｔ：同じ電気ポットを２つ用意し，一方の

電圧を下げて同時にスイッチを入れ

るとどうなるだろう。 

・電圧を下げたらワットも減る。 

・下げてない方が早く沸騰すると思う。 

・電圧を下げると能力が下がるので沸かす

力が弱くなる。 

・電圧を下げると沸くのが遅くなると思

う。 

 

 

 

Ｔ：同時にスイッチを入れる。 

電気ポット①：83.4V  7.26A 

電気ポット②：95.4V  8.19A 

Ｔ：どちらも沸騰するが何が違っただろ

う。 

・かかった時間が違う。 

Ｔ：次回は時間と電力の関係について調べ

ていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

・変圧器（スライダック）について

説明する。 

（86.2×9.65=831.83） 

 

・電気ポット，ワットチェッカーを

実物投影機で映す。 

・汲み置きしておいた水を使う。 

 

 

 

 

※異なる電力の電化製品が同じはた

らきをするためには，時間が関係

することに気付くことができる。

（科学的思考・表現） 

 

電力 P（W）＝電圧 V（V）×電流 I（A） 

【演示実験】スライダックで電圧を下げたときドライヤーに流れる電流と電力を調べる。 

【演示実験】異なる電圧で，同じ規格の電気ポットのはたらきを調べる。 


